様式２　　

葉　山　港

指定管理者　事業計画書
	団体名
	


団　体　等　の　概　要

	団体等の名称
	

	代表者の氏名
	

	申請者の主たる
事務所の所在地
	〒



	担　当　部　署
	所在地
	〒



	
	担当部署名
	

	
	電話番号
	

	
	ファクシミリ番号
	

	
	メールアドレス
	

	
	担当者名
	


【記載要領】

原則、次のとおりとしてください。

１　必ず本様式を使用してください。

２　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦長としてください。

３　両面印刷または両面コピーとしてください。

４　ページ数は、通し番号（表紙から１／○とし、以降２／○、３／○とする通しページ、○には総ページ数を記入）を中央下に表記してください。

５　欄が不足する場合は、ページを追加してください。
６　申請者としてのセールスポイントがわかるように記載してください。
７　本様式をカラーで作成していただいても、審査委員会へは白黒版で配布します。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	１　指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針等

(1) 管理運営方針（全体評価）

施設の設置目的や公の施設としての役割を踏まえ、施設の役割を活かしてどのような施設運営を目指すのか、総合的な運営方針、考え方を記載してください。
(2) 委託の考え方

業務の一部を委託する場合は、その考え方や業務内容、委託業者の選定方法、委託により見込める効果・効率性などについて記載してください。

※　業務内容等は、（様式３）「委託予定業務一覧表」にも併せて記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	２　施設の維持管理

(1)　利用承認業務（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）
ア　ヨットハーバー施設、舟艇上下架装置、耐震物揚場（第２南物揚場）の管理運営について、海洋性レクリエーション需要の多様化や施設の公共性、利用の公平中立性の観点を踏まえ、どのように利用承認等の業務を実施するか、記載してください。

イ　臨港道路附属駐車場の料金徴収や故障時、混雑時等の対応について記載してください。
ウ　港湾管理事務所（会議室、更衣室、みんなのへや等）及び船具庫の受付方法や利用のルールなどについて、利用者の利便性・公平中立性の観点を踏まえて記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	エ　収入証紙の販売方法や保管管理、購入代金の処理などの業務をどのように行うか、利用者の利便性の観点を踏まえて記載してください。

オ　その他の利用承認等の業務実施に当たって留意する事項等（利用秩序の維持のための関係団体等との調整、防波堤等の利用指導等）について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	(2)　維持管理業務

ア　県が示した維持管理の水準を確保し、利用者が快適に利用できる施設環境を維持するため、維持管理業務を確実に実施するための実施方針、実施内容について、業務ごと（清掃、巡視、保守点検、修繕、その他）に、経費節減、委託する業務の考え方を踏まえたうえで、記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	３　事故防止等安全管理

(1)　ヨット等安全管理業務

（ヨット等安全管理・サービス業務）

ア　出艇・帰港管理、気象情報提供業務、出艇禁止等の指導業務、海面監視、ヨット等レスキュー業務など、利用者が施設を安全に利用するために配慮すべき業務や指導等について、どのように対応するか記載してください。

イ　出艇禁止指導、出艇注意指導を行う場合の具体的な基準及びその運用について記載してください。

ウ　救助艇の調達方法や、調達を予定している船種・船長・船幅について記載してください。（資料等があれば、添付してください。）
※　救助艇は、新港浮桟橋（１バース：船長17メートル以内、船幅4.6メートル以内）及び船舶保管地（陸置バース）を利用できます。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	（事故防止等安全管理業務）
エ　事故防止に関するマニュアルの作成、職員研修の実施、利用者の事故防止へ向けた取組みについて記載してください。

オ　通常時における事故等の緊急事態が発生した場合の安全管理体制、連絡体制、人員配置体制、対応方針について記載してください（災害・荒天時対応については、(2)に記載してください。）。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	(2)　災害・荒天時対応業務

ア　地震、津波等の災害時の利用者の避難誘導等の対応の考え方（事前準備、連絡体制、関係機関との連携・協力、避難場所、避難誘導方法等）について記載してください。（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）

イ　高潮・波浪等の荒天時の利用者の避難誘導等の対応の考え方（事前準備、連絡体制、関係機関との連携・協力、避難場所、避難誘導方法等）について記載してください。（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）

ウ　災害・荒天時に係る行動マニュアルの作成、職員研修の実施、避難訓練等の取組みについて記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	エ　大規模災害等発生時における県や葉山町等の関係機関との協力、自らの判断による県民等の安全確保の対応等の実施方針について記載してください。

オ　台風・波浪・高潮等の被害による清掃・修繕等の事後対応の考え方について記載してください。
カ　大規模災害等発生時に緊急物資受入港及びヘリコプター臨時離着陸場として県の指揮下での対応方針について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	４　利用促進のための取組、利用者への対応

(1)　利用促進のための取組

ア　より多くの利用を図るために実施する事業の実施方針、実施内容等について、公の施設としての公共性、平等性、提案内容の具体性及び実現可能性を踏まえ、記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	イ　利用促進状況を把握するため、各年度、各年度上半期・下半期ごとの数値目標を、項目ごと（会議室・多目的室の利用総件数、ヨットの出艇数、駐車場の利用台数）に設定し、設定の考え方も併せて記載してください。

(ｱ)　会議室・多目的室の利用総件数

項　　目

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

年度目標
件

件

件

件

件

上半期目標

件

件

件

件

件

下半期目標

件

件

件

件

件

＜設定の考え方＞
(ｲ)　ヨットの出艇数（出艇届受付件数）
項　　目

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

年度目標
艇

艇

艇

艇

艇

上半期目標

艇

艇

艇

艇

艇

下半期目標

艇

艇

艇

艇

艇

＜設定の考え方＞
(ｳ)　駐車場の利用台数

項　　目

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

年度目標
台

台

台

台

台

上半期目標

台

台

台

台

台

下半期目標

台

台

台

台

台

＜設定の考え方＞

ウ　平成24年11月に、葉山港は「海の駅」に認定されました。「海の駅」への対応方針やより多くの利用を図るための広報・ＰＲ活動の取組みについて記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	エ　サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等について、苦情等への対応の事前の体制整備を含めて記載してください。
（自主事業として行う業務がある場合に記載してください。）
オ　施設の特性をより効果的に活かすために行う自主事業の概要を記載してください。

※　自主事業の具体的な実施計画及び収支計画（人員配置や料金設定等の計画を含む。）は、別に作成して提出してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	５　利用料金の設定

(1)　利用料金の設定

ア　利用料金制の趣旨や内容をどのように理解し、利用料金制を施設の運営にどのように生かしていくのか、考え方を記載してください。

イ　施設等の利用料金は、条例に定める額の範囲内で、指定管理者が知事の承認を得て定めます。利用料金設定の考え方、設定する利用料金額及びその理由を施設の設置目的を踏まえ、記載してください。

※　上限額は、（参考資料５）「利用料金の上限額」を参照してください。

ウ　指定管理者は、知事の承認を得て定めた基準により、利用料金を減免することができます。具体的にどのように減免基準を定めるか、施設の設置目的を踏まえ、記載してください。
なお、駐車場利用料金については、下記基準を必ず適用していただきます。

１　減額するもの（利用料金額の10分の５）

(1) 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳または療育手帳の所持者が乗車する車両

(2) 神奈川県電気自動車認定カードの交付を受けた車両

２　免除するもの（利用料金額の全額）
(1) 港湾に係る公務のための車両
(2) 港湾の建設、改良、維持または復旧の工事のための車両
(3) その他あらかじめ知事が特に指定した車両

＜上記以外の現在の減免規定（参考）＞
「地方公共団体が港湾その他の海事に関する理解の増進を図る目的で港湾の施設を利用するとき。」



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上について

	６　地域と連携した魅力ある施設づくり（施設づくりとはハード整備をいうものではありません。）
(1)　地域と連携した魅力ある施設づくり

ア　地域の実情を踏まえ、魅力ある施設づくりへ向けた運営を行うための地域や関係機関（団体等）との連携・協力体制の構築の考え方について、利用者サービスの向上の観点を踏まえ、記載してください。

イ　地域企業等への業務委託による迅速かつきめ細かいサービスの提供に向けた取組内容について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	(1)　年度別収支計画
ア　収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

26年度
27年度
28年度

29年度

30年度

利用料金収入
県収入証紙販売手数料収入

収入計

イ　支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

26年度
27年度
28年度

29年度

30年度

人件費

給与・賞与（常勤）

給与・賞与（非常勤）

各種手当
法定福利費

アルバイト賃金

人件費計

事務費

光熱水費

通信費

旅費・交通費

燃料費

広告・宣伝費

消耗品・備品費

賃借料

保険料

租税公課

その他（　　　　　　　）

事務費計

維持管理費

ヨット等安全管理業務費

清掃費

夜間休日等警備費

保守点検費

修繕費

維持管理費計

消費税及び地方消費税

支出計

ウ　指定管理料提案額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

26年度
27年度
28年度

29年度

30年度

指定管理料提案額
※　（別紙４）「葉山港の各年度想定収支・積算内訳」を参考に記載してください。

※　「イ支出計画」の区分欄は、適宜追加してください。

※　指定管理料提案額は、県の想定する指定管理料（積算価格）を上回る提案については、失格とします。


（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	(2)　平成○年度収支計画（年度ごとに作成してください。）
ア　平成○年度収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金　額
積算内訳

利用料金収入

※利用料金ごとに必ず記載する。

県収入証紙販売手数料収入

収入計

イ　平成○年度支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金　額

積算内訳

人件費

給与・賞与（常勤）


給与・賞与（非常勤）

各種手当
※次ページの人件費内訳に記載する。
法定福利費

アルバイト賃金

人件費計

事務費

光熱水費

※電気・水道・ガスに必ず区分する。
通信費

旅費・交通費

燃料費

広告・宣伝費

消耗品・備品費

賃借料

※物件ごとに必ず記載する。
保険料

※物件ごとに必ず記載する。
租税公課

その他（　　　　　　　）
事務費計

維持管理費

ヨット等安全管理業務費

清掃費

夜間休日等警備費

保守点検費

※項目ごとに必ず記載する。
修繕費

維持管理費計

消費税及び地方消費税

支出計

ウ　平成○年度指定管理料提案額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金額

積算内訳

指定管理料提案額
※　（別紙４）「葉山港の各年度想定収支・積算内訳」を参考に記載し、積算内訳は、物件ごと、項目ごとにできるだけ詳しく記載してください。

※　「イ支出計画」の区分欄は、適宜追加してください。

※　積算根拠となる資料を適宜添付してください。
※　指定管理料提案額は、県の想定する指定管理料（積算価格）を上回る提案については、失格とします。


（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	(3)　平成○年度人件費内訳（年度ごとに作成してください。）
役職
担当業務内容、資格、年代、実務経験年数
雇用形態
一週間の勤務時間
積算内訳（千円）
給与・賞与・賃金
各種手当
法定福利費
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

13

14

15
人件費合計

備考　１　１行につき１人ずつ記載してください。

２　人件費合計は、前記収支計画と金額の整合を図ってください。
３　役職には、葉山港を管理するうえで必要と思われる役職（所長、ハーバーマスター等）を記入してください。

４　資格は、実際に配置する予定職員を想定のうえ、記入してください。（小型船舶免許、フォークリフト免許など、葉山港の管理に当たって必要な資格等については、必ず記入してください。）

５　雇用形態については、「常勤」、「非常勤」等の別を記載してください。

６　常勤とは、週40時間程度勤務し、複数年にわたり雇用する職員とします。非常勤は、臨時に契約する職員とします。

７　夏期臨時アルバイトなど、期間限定の雇用の場合には、雇用形態の欄に「夏期臨時アルバイト」等と内容がわかるように記載してください。

８　現地勤務以外、本社、支社等に葉山港の管理に関わる人員（実務を担当する職員）を置く場合は、雇用形態欄に「本社勤務」、「支社勤務」等と追記してください。
９　管理責任者、ハーバーマスター、小型船舶免許等所持者については、経歴書を添付してください。（様式任意。船舶保管施設での業務経験がある場合には、その旨も記載してください。）

10　その他、参考となる書類を適宜添付してください。


（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	９　人的な能力、執行体制

ア　葉山港の運営に関して、指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配置等の考え方を記載してください。

イ　組織及び職員構成を職名、指揮命令系統が分かるように組織図を記載してください。また、団体等の組織全体の中での、葉山港の管理に関する業務の位置づけや他の業務との関連が明確になるように記載してください。（職員数は前記「平成26年度の人件費内訳」と整合するよう注意してください。）

ウ　職員構成による１ヶ月分の勤務計画表を例示してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	エ　業務の一部を委託する場合は、その管理・指導体制について記載してください。

オ　葉山港の運営に携わる職員の資質向上の観点から、人材育成の考え方、研修計画について記載してください。

カ　葉山港の運営に必要な人材（船舶免許資格等を要するもの）を確保するための職員採用の考え方、採用計画について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	10　財政的な能力

本事業計画書Ⅱ、団体等の事業計画書、収支予算書、事業実績書、決算諸表等により審査しますので、記載不要です。

11　コンプライアンス、社会貢献

（団体等の諸規程の整備・法令遵守）

ア　現状における団体等の諸規程の整備状況及び今後の整備状況について次表に記載してください。

(ｱ)　現在整備済みの諸規程
規程の種類
規程の名称
適用可能性
指定管理業務実施に当たり改正が必要な場合はその趣旨、内容等
※　規程の種類には、「就業規則」、「会計規程」、「給与規程」、「決裁規程」、「情報公開規程」、「個人情報保護規程」、「文書管理規程」、「その他（具体的に）」のいずれかを記載してください。
※　適用可能性については、下記の区分に従って、○、△、×で記載してください。
○：改正等をせずに指定管理業務実施に際して適用可能
△：一部内容を修正することにより適用可能
×：適用できない（適用しない）
※　上記規程については、資料として提出してください。

(ｲ)　今後新たに整備予定の諸規程
規程の種類
今後整備予定の規程の名称
規程整備の趣旨、概要、整備予定時期



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	イ　関係法令や条例等の規定を遵守した適切な施設運営という観点から、特にどのようなことに留意すべきか、考え方を記載してください。

ウ　法令遵守について職員に徹底するための教育･研修等について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	（個人情報の保護）

エ　個人情報保護についての考え方・方針について、記載してください。

（なお、指定管理業務で取り扱う個人情報としては、利用申請書に記載される利用者の氏名、住所及び電話番号等があります。）

オ　葉山港の管理運営業務で取り扱う個人情報を保護するための具体的な管理体制について記載してください。

カ　個人情報保護について職員に徹底するための教育・研修等について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	（環境への配慮）
キ　葉山港の管理運営業務について、環境への配慮という観点から、どのような取組みを考えているか記載してください。

（障害者雇用の促進）

ク　障害者雇用の促進（障害者雇用を行う企業に優先的に発注する場合を含みます。）についての考え方を記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力について

	12　これまでの実績

ア　指定管理施設と類似施設の業務を行う施設等での管理実績の状況について次表に記載してください。

管理施設名

管理期間

所在地

管理形態

施設の種類

管理業務内容

※　管理期間は、「平成○年○月～平成○年○月」のように年月がわかるように記載してください。

※　所在地は、県内の場合は市町村名から、県外の場合は都道府県名から記載してください。

※　管理形態は、「直営」、「指定管理」、「管理業務受託」、「その他」のいずれかとし、「その他」の場合には具体的な形態を記載してください。

※　施設の種類には、係留施設、陸置施設、岸壁、駐車場、緑地、管理事務所など施設の種類を記載してください。

イ　管理実績に関して、特にアピールするポイントがあれば、具体的に記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
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